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 資 源 枯 渇 や 地 球 温 暖 化 の 問 題 を 解 決 す る た め の 方 策 の 一 つ と し て ，バ イ オ

由 来 の 燃 料 や 化 学 品 を 製 造 す る 技 術 と そ の 実 用 化 に 注 目 が 集 ま っ て い る 。た

と え ば ，米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア に 拠 点 を 置 く バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 企 業 で あ る ア

ミ リ ス 社 は ，微 生 物 の 代 謝 を 利 用 し て 再 生 可 能 資 源 か ら 化 学 品 を 製 造 し て お

り ，「 N o  C o m p r o m i s e ® 」 と い う ブ ラ ン ド 名 で い く つ か の バ イ オ 由 来 製 品 を

提 供 し て い る 。  
 
 こ う し た バ イ オ 由 来 の 化 学 品 と し て 実 際 に 製 造・販 売 さ れ て い る（ も し く

は 近 い 将 来 に 製 造・販 売 す る こ と が 企 業 に よ っ て 公 表 さ れ て い る ）例 に つ い

て ，以 下 の（ １ ）〜（ ５ ）の 設 問 に 答 え よ 。た だ し ，全 て の 設 問 に お い て 必

ず ， バ イ オ エ タ ノ ー ル 以 外 の 例 を 答 え る こ と 。  
 
（ １ ）  下 線 部 分 に つ い て ，具 体 的 な 化 合 物 名 を 一 つ 挙 げ よ 。実 際 に 製 造・販

売 さ れ て い る 化 合 物 名 が 分 か ら な い 場 合 は ，バ イ オ 由 来 化 学 品 の 原 料

と な り う る 化 合 物 名 を 挙 げ よ （ た だ し ， エ タ ノ ー ル は 除 く ）。  
 
（ ２ ）  （ １ ）で 挙 げ た 化 合 物 に つ い て ，利 用 さ れ て い る 分 野 を 一 つ 挙 げ ，ど

の よ う に 使 わ れ て い る か 具 体 的 に 述 べ よ （ 2 0 0 文 字 程 度 ）。  
 
（ ３ ）  （ １ ）で 挙 げ た 化 合 物 に つ い て ，生 産 宿 主 と し て 利 用 で き る 微 生 物 の

種 類 を 一 つ 挙 げ ，そ の 化 合 物 を 生 産 す る 代 謝 経 路 に つ い て 具 体 的 に 説

明 せ よ （ 2 0 0 文 字 程 度 ）。  
 
（ ４ ）  （ ３ ）で 挙 げ た 宿 主 と 化 合 物 に つ い て ，生 産 量 を 向 上 さ せ る ①「 菌 株

開 発 」と ②「 培 養 方 法 」の 例 を と も に 挙 げ ，そ れ ぞ れ 具 体 的 な 内 容 を

説 明 せ よ （ 合 計 4 0 0 文 字 程 度 ）。  
 

（ ５ ）  下 線 部 分 に つ い て ，そ の 化 学 品 を 製 造 し て い る 企 業 名 を 一 つ 以 上 挙 げ

よ （ ア ミ リ ス 社 は 除 く ）。 一 つ 以 上 知 っ て い る 場 合 は ， 最 大 三 つ ま で

挙 げ よ 。  

選 択 問 題（ バ イ オ プ ロ ダ ク シ ョ ン 分 野 ） 
指 導 教 員 群 記 号 ： Ａ １ ， Ａ ２  


